
○ 過疎地域等においては、小規模化、高齢化
により、維持困難な集落が増加 

・ 空き家の増加、商店の閉鎖、公共交通の
利便性低下などの住民生活に関する問題 

・ 働き口の減少、耕作放棄地の増大などの
産業基盤に関する問題 

○ 集落機能を引き続き維持するのみならず、
中長期的に持続可能な集落とするための 
活性化策が課題 

過疎集落等の現状と課題 

集落ネットワーク圏の必要性 

より広い範囲で、基幹集落を中心に複数集落
をひとつのまとまりにして、集落を活性化する
取組が必要 

個々の集落では様々な課題の解決が困難
なケースが増加 

 集落ネットワーク圏施策 ： ２つの視点 

 （１） 住民の「くらし」を支える 

生活サポートシステムの構築 

 （２） 住民の「なりわい」を継承・創出する 

活動の育成 

集落ネットワーク圏の形成に向けて 
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○ 市町村の積極的な取組と、住民主体の地域コミュニティ組織の活動が
重要なポイント 

【集落ネットワーク圏の形成を主導する市町村】 
・ 圏域設定や活性化方針等を含む集落ネットワーク圏計画の作成 
・ 地域コミュニティ組織の体制確立や活性化プラン作成への支援 
・ 具体的な事業実施に対する様々な支援 

【広域的な視点から支援する都道府県】 
・ 専門家を含めた必要な人材の確保や提供、育成 
・ 先進的な取組事例などについての情報提供 

【全国的な取組を推進する国】 
・ 集落ネットワーク圏施策の推進方針の提示と支援策の検討 
・ 活性化プランに基づく活性化の取組をモデル的に支援 
・ 全国各地の取組を把握分析し、情報提供 

期待される役割 

↑ ↑ ↑ サポート ↑ ↑ ↑ 

過疎地域等における今後の集落対策のあり方に関する提言（概要） 
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